


広報こまえ　平成１６年（２００４年）１１月１５日　�

平成１９年度平成１８年度平成１７年度平成１６年度

１５，３７２１５，４２０１５，３４６１６，７９８歳　 入

現　 状 １７，１０３１６，９８６１６，９１９１６，７９８歳　 出

△１，７３１△１，５６６△１，５７３０収　 支

△２４５△６１△１４６組織のスリム化
行動計画
に よ る
対 策

△１７２△１６９△１７２△１００事業のスリム化

△５６３△５１０△３９５△１００収 支 均 衡 型
財 政 へ の 転 換

△９８０△７４０△７１３△２００合　 計

５３０５８９５９７資 金 手 当 の 活 用

△２２１△２３７△２６３２００行動計画実施後の収支

■行動計画による対策一覧
※各年度の効果額は平成１６年度当初予算額からの効果額を示します。また、効果額のうち歳入増になるものには「＋」を表示し、算出できない計画には「－」としています。
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計　画　の　概　要
効果額（千円）

計　画　名 １９年度１８年度１７年度

Ⅰ 組織のスリム化

�柔軟な組織の確立

５年間で１０５人の退職者不補充を行う（３年
間の定年退職者４７人）。そのための組織整
備を行う。

△ ２５８,０００△ ７４,０００△ １４８,０００退職者不補充に対
する具体的対応策

固定的な超過勤務を抑制し、効率的な行政
運営を確保するため、部内応援体制を制度
化する。

－－－部内相互応援体制
の制度化

一般作業の業務内容等の見直しにより、効
率的な体制づくりを進める。－－－技能労務職の配置

体制の検討
公設民営化等を含めた保育所のあり方を
検討－－－保育所のあり方に

関する検討
�多様な雇用形態の実現

定年退職者等不補充の補完措置として、多
様な雇用形態による職員体制を進める。退職者不補充に対する具体的

対応策に含む

多様な雇用形態の
検討

再任用職員の定数内配置。再任用職員の
選考審査会による選考

再任用制度の見直
し
�職員の人材育成

職場内研修を主として、従来の人材育成基
本方針を見直し、効果的な人材育成を図る。－－－人材育成方針の改

訂
一部研修の凍結。庁内講師の活用による研
修の実施△ ７３３△ ７３３△ ７３３職員研修の見直し

�民間活力の導入

施設の効用を最大限に発揮するために、指
定管理者制度を積極的に活用－－－指定管理者制度の

導入

庁用バス、リースの廃止（運行委託化）△ ５,１００△ ５,１００△ ３,４００庁用バスの全面委
託
�人件費の削減

職員の５８歳昇給停止を５５歳昇給停止に
引き下げる。△ ５,９００△ ６,６００－５５歳昇給停止の導

入
平成１６・１７年度の２カ年、職員給料２％と
管理職手当１０％減額を実施退職者不補充に対する具体的

対応策に含む

職員給料および管
理職手当の減額

市長、収入役、教育長の給与減額の継続特別職給与の減額

体育指導委員の報酬を日額から月額に改
正△ １,１４８△ １,１４８△ １,１４８体育指導委員報酬

の見直し
�行政内部業務の見直し

慶弔費の見直し等、総額の抑制△ ５００△ ５００△ ５００市長交際費の見直し
公共工事の入札・契約の適正化のために
改善策に取り組む。電子入札の円滑な導入委託仕様の見直しに含む契約事務の見直し

職員に対する被服貸与の一定期間の凍結△ １,２８０△ １,２８０△ １,２８０被服貸与の一部凍結
ＩＴ化により税業務の正確性・迅速性を確
保し、人的作業（経費）の縮減を図る。２７,３３６２８,８４６９,１０７税総合システムの

導入

Ⅱ 事業のスリム化
�事業の凍結・改廃・再編

平成１７年１０月から未就学児の所得制限を
撤廃１３,３０９１３,３０９４,４３７乳幼児医療費助成

宿泊利用限度３泊を２泊に短縮。契約施設
の整理△ １,４８６△ １,４８６△ １,４８６市民保養施設利用

助成事業
制度の廃止△ ５１△ ５１△ ５１住宅資金融資

市単独上乗せ補助の整理△ ５００△ ５００△ ５００
重度身体障害者
（児）住宅設備改善
費給付事業

各種同種事業の整理。フリーハンディタク
シーの廃止。福祉タクシー券の充実。ガソリ
ン費助成の縮減

△ ６５６△ ６５６△ ６５６障害者の移送サー
ビス

一部用具基準額上乗せの解消。自己負担
額助成への所得制限導入△ ３８５△ ３８５△ ３８５

重度心身障害者
（児）日常生活用具
給付等

おむつ貸与・助成事業を介護用品事業に
統合し、現物支給方式に変更０００家族介護用品支給

等
通所入浴サービスを廃止し、訪問入浴へ統合。
入浴券交付枚数の変更（月８枚を４枚に）△ ４,４２２△ ４,４２２△ ４,４２２入浴サービス

自己負担額助成への所得制限導入△ ３,０９６△ ３,０９６△ ３,０９６補装具交付・修理
祝賀の節目支給一律１万円に変更△ ３６,９７８△ ３６,９７８△ ３６,９７８敬老金
老人福祉センター浴室の開放日の変更（月
約３０日を約１５日に）△ ５,３６０△ ５,３６０△ ５,３６０老人福祉センター

浴室開放
制度の廃止。ただし老齢福祉年金受給者
は継続△ １１,６６２△ １１,６６２△ １１,６６２介護保険導入等に

伴う一部負担軽減

制度の廃止△ １３８△ １３８△ １３８かかりつけ歯科医
定着促進事業

基本健康診査自己負担金の導入。受診枠
の拡大。他の検診は今後検討０００健康診査

月～土曜日夜間（午後７時～９時）遊戯室
開放の３年間休止。中・高校生の居場所と
して検討

△ ８４９△ ８４９△ ８４９岩戸児童センター
遊戯室夜間開放

制度の廃止△ ７,０８１△ ７,０８１△ ７,０８１生活保護世帯見舞金
施設入所者および新規認定時６５歳以上の
廃止△ １９,８２９△ １９,８２９△ １３,２１９心身障害者福祉手

当
第３者評価も踏まえて放課後児童健全育
成のあり方を検討－－－放課後児童健全育

成事業等
スズメ蜂を除き宅地内の蜂の巣駆除の廃止△ ５７８△ ５７８△ ５７８蜂の巣駆除
補助枠の拡大（５０台を１００台に）。限度額
の引き下げ（２５,０００円を１８,０００円に）５５０５５０５５０生ごみ処理機購入

費補助
環境講演会廃止。他の啓発方法を検討△ ４０△ ４０△ ４０環境講演会

計　画　の　概　要
効果額（千円）

計　画　名 １９年度１８年度１７年度
環境学習事業との統合。緑化相談はボラン
ティアに依頼△ １３３△ １３４△ １３３園芸講習会

環境週間行事の期間短縮（１週間を１日
に） 。環境学習は年間事業に変更△ １９３△ １３５△ ７１環境週間・環境学

習事業
ごみの持ち帰り意識の普及を図り、公園内
ごみ箱４２個を撤去（管理経費の減）△ ２１,８０９△ ２１,８０９△ ２１,８０９公園等清掃

電力研究所西交差点から東側の整備凍結。
新たな国や都の補助制度を検討△ ２,０６０△ ２,０６０△ ２,０６０調布都市計画道路

３・４・１６号線整備
就学援助費支給基準である所得に乗じる
係数の変更（係数１.５を１.２に）△ １１,９９９△ １１,９９９△ １１,９９９就学援助

長期休業期間の子どもフリープレイの休止△ ４,７００△ ４,７００△ ４,７００子どもフリープレイ
事業

現１９事業について統廃合や講座回数を見
直し、効果的・効率的な事業展開を図る。△ １,８３０△ １,８３０△ １,８３０公民館事業

�外郭的団体（財政援助団体）への改革要請
社会福祉協議会に経営改革計画策定依頼。
運営費助成等の縮減を図る。△ ３０,０００△ ３０,０００△ ３０,０００社会福祉協議会へ

の改革要請
こまえ苑に経営改革計画策定依頼。運営費
助成等の縮減を図る。△ １１,０００△ ８,５００△ ８,５００狛江福祉会こまえ

苑への改革要請
シルバー人材センターに経営改革計画策定
依頼。運営費助成等の縮減を図る。△ １,９１５△ １,９１５△ １,９１５シルバー人材セン

ターへの改革要請
文化振興事業団に経営改革計画策定依頼。
運営費助成等の縮減を図る。△ ７,０００△ ７,０００△ ７,０００文化振興事業団へ

の改革要請
�まちづくり総合プランの見直し

プランから運動施設配置計画を除き、その
他の事業の実施年度および財源を見直す。－－－まちづくり総合プラ

ンの見直し
Ⅲ 収支均衡型財政への転換
�新たな財政運営の実現

平成１７年度予算要求から各部に対して枠
配当を実施－－－枠配当予算編成の

実施
平成１６年度バランスシート作成。１８年度セグ
メントバランスシート、連結バランスシート試行－－－新たな財務諸表の

作成
�歳入の確保

　ａ市税等収入の確保
財産調査・滞納処分の強化。徴収率を現年
０.３％、滞納２.０％の向上を目指す。＋９４,０００＋７６,０００＋４８,０００市税徴収業務の強

化
未申告者の追及の徹底。法人実態調査の
実施－－－市民税課税客体の

把握
保育料、育成料等の収入未収金の徴収を
強化＋２,０００＋１,５００＋１,０００税外収入（未収金）

の徴収強化
　ｂ新たな歳入の確保

住居表示街区案内板（市内４０カ所）更新
時に広告を掲載。広告料年間５万円＋３００＋２００＋１００住居表示街区案内

板の広告掲載
水泳教室利用者（団体）に登録料の導入
（年間登録料：個人２,０００円、団体１～３万
円（人数別））

＋７８９＋７８９＋７８９水泳教室登録料の
導入

ポンテ利用者に利用料を導入（月額３,０００
円）＋２８８＋２８８＋２８８

重度身体障害者通
所訓練事業（ポン
テ）利用料の導入

健康セミナー登録料導入（週１：５,０００円、週
２：１０,０００円） 。個人利用料１回２００円を３００
円に改正

＋２,８５２＋２,８５２＋２,８５２健康増進室使用料
の見直し

指定袋制で平成１７年９月実施（家庭：５�
１０円、１５�３０円、３０�６０円、４５�９０円、
中小事業者：３０�１６６円、４５�２５０円）

＋１３０,０００＋１３０,０００＋７５,８００ごみの有料化

公共利用不可能な水路敷き跡地を売却＋４８,０００＋４８,０００＋４８,０００水路敷き跡地の売
却
　ｃ使用料・手数料等の見直し

使用料・手数料の算出に関する統一基準を
作成し、料金設定の適正化を図る。

＋２２,９００＋１２,９００＋７,９００

使用料・手数料の
適正化

公共施設にある自動販売機の設置に係る基
準を作成。電気料金等適正な料金を徴収

自動販売機に係る
取り扱いの統一

光熱水費実費相当分の利用者負担地域・地区センター
使用料の見直し

撮影や興行利用の公園使用料を改正公園使用料の見直し
社会教育登録団体に対する使用料減免基
準の変更。使用料の改定

学校施設使用料減
免基準の見直し

体育施設使用料の改定。利用時間設定の
変更

体育施設使用料の
見直し

中央公民館の目的外使用料、光熱水費実
費相当分の利用者負担

公民館使用料の見
直し

平成１８年度所得税定率減税の廃止による
自然増。保育料改定の検討＋１３,０００＋１３,００００保育料の改定

育成料の見直しを検討－－－学童保育育成料の
見直し
�補助費等の抑制

補助金検討委員会を設置し、第３者による
交付のルール化を図る。△ １４,０００△ １２,０００△ １０,０００補助金の見直し

負担金の必要性を精査し、見直しを図る。△ ５００△ ４００△ ３００負担金の見直し
�特別会計運営の健全化（繰出金の抑制）

平成１７年度に国民健康保険税率の改定。
国保会計の健全化を図る。０００国民健康保険税率

の改定
経費節減や収支の改善等により繰出金を
縮減△ ４２,０００△ ４０,０００△ ４８,４００下水道会計への繰

出金の抑制
経営改善を図り、一般会計の繰出金の抑制
を図る。△ ２,０００△ ２,０００△ ２,０００狛江駅北口地下駐

車場の経営改善
�業務委託の見直し

委託仕様を見直し、経費節減に努める。△ １９０,０００△ １７０,０００△ １５０,０００委託仕様の見直し

■一般財源における財政フレーム （単位：百万円）
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さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の

頃
町
内
で
も
か
な
り
の
牛
が
飼
わ
れ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
小
足
立
だ
け

で
四
戸
、
中
和
泉
で
も
二
戸
の
農
家

が
飼
っ
て
い
た
。

　

多
い
家
で
は
五
十
頭
も
の
牛
を

飼
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
牛
舎
も
大
き

く
長
さ
約
二
十
間
、
幅
約
六
間
。
牛

は
中
央
の
通
路
を
挟
ん
で
両
側
に
、

み
な
同
じ
方
向
を
向
い
て
繋
い
で

あ
っ
た
か
ら
、
餌
を
与
え
れ
ば
み
な

同
じ
方
向
か
ら
頭
を
出
し
て
食
べ
た

し
、
糞
や
尿
も
同
じ
方
向
に
落
と
し

た
の
で
、
そ
れ
を
掻
き
集
め
れ
ば
始

末
が
で
き
た
。
そ
し
て
集
め
た
屎
尿

は
畑
に
撒
い
て
肥
料
に
し
た
。

　

餌
は
豆
腐
粕
、
ビ
ー
ル
粕
、
澱
粉

粕
、
配
合
飼
料
を
主
に
し
て
、
牧
草
、

稲
藁
、
デ
ッ
ト
コ
ー
ン
な
ど
を
加
え

た
。
豆
腐
粕
、
ビ
ー
ル
粕
、
澱
粉
粕

は
業
者
が
持
っ
て
き
た
。
稲
藁
は
西

多
摩
か
ら
買
い
、
牧
草
は
自
分
の
と

こ
ろ
で
栽
培
し
た
。
デ
ッ
ト
コ
ー
ン

は
実
が
な
ら
な
い
う
ち
に
刈
り
取
る

の
で
、
夏
の
間
に
二
、
三
回
植
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
食
べ
さ
せ
れ
ば
体

力
が
つ
く
し
、
繊
維
質
を
与
え
る
た

め
に
も
有
効
だ
っ
た
。
ま
た
、
豆
腐

粕
は
乳
の
出
を
よ
く
し
、
良
質
の
脂

肪
を
作
り
出
す
効
果
が
あ
っ
た
。

　

乳
は
機
械
で
搾
っ
た
。
天
井
に
張

ら
れ
た
パ
イ
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
さ
げ
、

そ
の
先
に
つ
け
た
搾
乳
器
を
牛
の
乳

房
に
取
り
付
け
る
だ
け
で
自
動
的
に

搾
れ
た
。

　

搾
っ
た
牛
乳
は
牛
乳
缶
に
入
れ
て
、

保
冷
庫
に
入
れ
、
乳
業
会
社
の
車
が

来
る
の
を
待
っ
た
。
飼
育
頭
数
の
少

な
い
家
で
は
井
戸
水
に
つ
け
て
お
い

た
。

　

牛
乳
缶
は
毎
朝
烏
山
に
あ
る
乳
業

会
社
が
取
り
に
来
る
。
牛
乳
は
細
菌

が
つ
き
や
す
い
の
で
、
乳
業
会
社
で

は
缶
ご
と
に
細
菌
の
有
無
や
、
脂
肪

の
状
況
を
調
べ
て
価
格
に
反
映
さ
せ

て
い
た
。

　

牛
の
検
査
も
厳
し
か
っ
た
。
一
頭

一
頭
の
牛
に
耳
輪
が
つ
い
て
い
て
番

号
が
つ
け
て
あ
っ
た
。
そ
し
て
健
康

手
帳
が
あ
っ
て
、
毎
年
一
回
立
川
の

獣
医
保
健
所
か
ら
検
査
に
来
る
。
結

核
検
査
も
し
た
が
、
も
し
も
陽
性
反

応
が
で
れ
ば
牛
乳
に
入
る
と
い
け
な

い
の
で
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

　

一
方
牛
乳
の
方
は
人
が
飲
む
も
の

だ
か
ら
と
、
府
中
保
健
所
が
担
当
で
、

年
に
一
回
係
官
が
き
て
細
菌
数
や
脂

肪
率
の
検
査
を
し
た
。

　

当
時
は
北
多
摩
一
帯
が
農
村
地
帯

だ
っ
た
か
ら
、三
鷹
、神
代
、調
布
、府

中
あ
た
り
で
も
た
く
さ
ん
の
牛
が
飼

わ
れ
て
い
て
、
多
く
は
同
じ
乳
業
会

社
に
納
め
て
い
た
。

　

し
か
し
四
十
年
代
に
入
り
宅
地
化

が
進
む
と
、
匂
い
に
対
す
る
苦
情
が

多
く
な
り
、
糞
を
置
く
こ
と
さ
え
出

来
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
飼
育
農
家

は
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
四
十
六

年
に
は
つ
い
に
村
中
か
ら
牛
の
声
が

聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
８
時　

１１

２８

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
は
除
く
）

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
ま

１１

１７

で〔
場
所
〕
２
階
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
民
健
康
保

１６

険
税
（
第
５
期
分
）、
介
護
保
険
料

（
第
５
期
分
）
は
、　

月　

日
�
ま

１１

３０

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
に
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の

な
い
口
座
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

　
　

月　

日
�
に
中
央
公
民
館
で
行

１０

２０

う
予
定
で
し
た
財
政
危
機
突
破
の
た

め
の
緊
急
行
動
計
画
説
明
会
は
、
天

候
不
良
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
。
代

替
日
と
し
て
、
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
か

１１

２４

ら
９
時
ま
で

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

　

新
築
・
増
築
の
家
屋
調
査
の
た
め
、

固
定
資
産
評
価
補
助
員
（
市
職
員
）

が
伺
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、
床
、
壁
、
天
井
の

仕
上
げ
等
家
屋
内
部
の
調
査
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
建
築
図
面
等

の
準
備
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

１６

に
つ
い
て
は
、　

年
度
の
固
定
資
産

１７

税
・
都
市
計
画
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ

ん
。
登
記
・
未
登
記
に
か
か
わ
ら
ず

連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　

私
道
（
私
有
地
）
の
う
ち
そ
の
利

用
形
態
が
公
共
の
用
に
使
用
さ
れ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
公
道
に
準
じ
た
道
路
と
し
て
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
非
課
税

と
し
て
い
ま
す
。

〔
対
象
と
な
る
私
道
〕
公
道
か
ら
公

道
に
接
続
し
て
い
る
私
道
、
２
戸
以

上
の
住
宅
が
利
用
し
て
い
る
袋
小
路

な
ど
の
私
道

※
こ
の
取
り
扱
い
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
私
道
非
課
税
申
請
書
に
地

積
が
明
確
と
な
る
私
道
分
の
地
積
図

を
添
付
し
て
、　

月　

日
�
ま
で
に

１２

２０

申
請
く
だ
さ
い
。
現
況
を
確
認
の
う

え
、
前
記
に
該
当
す
る
私
道
は
、
平

成　

年
度
分
か
ら
固
定
資
産
税
・
都

１７
市
計
画
税
を
非
課
税
と
し
ま
す
。

　

す
で
に
非
課
税
の
取
り
扱
い
を
受

け
て
い
る
私
道
は
申
請
不
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
課
税
課

　
　

歳
に
な
る
ま
で
に
、初
診
日（
障

２０
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
に

つ
い
て
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
）
が
あ
り
、　

歳
を
過
ぎ
て
一

２０

定
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
は
、

請
求
に
よ
り
次
の
額
の
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
一
級
〕　

万
３
�
１
０
０
円

９９

〔
二
級
〕　

万
４
�
５
０
０
円

７９

　

障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら
１
年

６
カ
月
経
過
し
た
日
ま
た
は
そ
の
前

に
症
状
が
固
定
し
た
場
合
は
そ
の

日
）
が　

歳
以
後
の
と
き
は
、
障
害

２０

認
定
日
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
加
算
が
つ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
に
所
得
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
金
額
に
応
じ
て
支
給
が
制

限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
、
ど
こ
の
健
康
保
険
に
も
入
っ
て

い
な
い
方
、
世
帯
の
異
動
等
、
別
表

の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
を

持
っ
て
届
け
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
退
職
し
た
場
合
は
、
退
職

日
の
翌
日
（
届
け
出
た
日
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
か
ら
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
税
も
そ
の
日

ま
で
（
最
大
３
年
間
）
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
早

め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

ご
み
の
総
量
を
抑
制
し
、
で
き
る

限
り
最
終
処
分
場
を
頼
ら
な
い
ご
み

処
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、

ご
み
有
料
化
の
実
施
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽　

月　

日
�
午

１１

２６

後
３
時
か
ら
４
時　

分
ま
で
、
狛
江

３０

市
ビ
ン
・
缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▽　

日
�
午
後
２
時
か
ら
３
時　

分

２７

３０

ま
で
、
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
か

１１

２４

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
市
議
会
第
２
委
員
会
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

▽
第
６
回　

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
６
時　

１１

１７

３０

分
か
ら

▽
第
７
回　

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
６
時　

分
か

２４

３０

ら〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
３
・
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
６
時　

１１

２５

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕　

月
２
日
�
午
前　

時
か

１２

１０

ら〔
会
場
〕
３
階
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

�
第
２
回
狛
江
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会

国
民
健
康
保
険
の
変
更
は

　

日
以
内
に

１４

ご
み
有
料
化
実
施
に
伴
う

説
明
会

�
狛
江
市
選
挙
管
理
委
員
会

手続きに必要なものこんなときは手続きを

転出証明書（すでに国保に加入し
ている家族がいる場合は保険証や
高齢受給者証）

他の区市町村から転入
してきたとき国

保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた証明書 （す
でに国保に加入している家族がい
る場合は保険証や高齢受給者証）

職場の健康保険をやめ
たとき（退職したと
き）または扶養家族で
なくなったとき

保険証、母子健康手帳、振込先の
口座のわかるもの、印鑑子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知書生活保護を受けなく
なったとき

年金証書、保険証

厚生年金、共済年金の
老齢（退職）年金を受け
ることになったとき、
およびその被扶養者に
なったとき

退
職
者
医
療

制
度
に
該
当

し
た
と
き

保険証、高齢受給者証をお持ちの
方は受給者証

他の区市町村へ転出す
るとき国

保
を
や
め
る
と
き

国保の保険証、高齢受給者証をお
持ちの方は受給者証、新たに入っ
た健康保険の保険証

職場の健康保険に加入
したとき、またはその
扶養家族になったとき

保険証、印鑑、高齢受給者証をお
持ちの方は受給者証死亡したとき

保険証、高齢受給者証をお持ちの方
は受給者証、生活保護決定通知書

生活保護を受けるよう
になったとき

保険証、高齢受給者証をお持ちの方
は受給者証

住所・氏名・世帯主な
どが変わったときそ

の
他

使えなくなった保険証や高齢受給
者証があるときは、その保険証や
受給者証

保険証や高齢受給者証
をなくしたり、汚れて
使えなくなったとき

�
第　

回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
委

１３

員
会

�
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定

委
員
会

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

公
道
に
準
じ
た
私
道
は
申

請
に
よ
り
非
課
税
に

新
築
・
増
築
の
家
屋
調
査
に

協
力
を

緊
急
行
動
計
画
の
市
民
説

明
会
（
市
長
と
語
る
会
）
の

代
替
日

障
害
の
状
態
に
あ
る
方
が　
２０

歳
に
な
っ
た
と
き
は
、
障
害

基
礎
年
金
の
請
求
が
で
き
ま

す

－その１３０－
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社会福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２０９

（都）１５,５００円 ＋（市）１,６００円
月額１７,１００円

 ２０歳以上の身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１～３度、脳
性マヒ、進行性筋萎縮症の方で所得制限内である者（手帳の
新規取得年齢が６５歳以上の者は除く）

��������	
��
�

月額５,４００円

・身体障害者手帳３・４級、愛の手帳４度の者
・身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１～３度、脳性マヒ、
進行性筋委縮症の方で手帳の新規取得年齢が６５歳以上の方
等（義務教育終了前の兄弟等がいる場合１人につき１,６００円
の加算）
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月額６０,０００円

・重度の知的障害で著しい精神症状を有する者
・重度の知的障害と重度の身体障害を有する者
・重度の肢体不自由で両上下肢の機能が失われかつ座位が難
しい者
※所得制限があります。

��������	
��

�����

※６５歳以上の新規の方、施設
入所の方、３カ月以上の入院
の方は受給できません。

月額２６,５２０円
２０歳以上で常に特別の介護を必要とする状態にあり、おおむ
ね身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度で重複障害の者
や重い精神障害の者
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※施設入所の方、引き続き３
カ月以上入院している方は
受給できません。

月額１４,４３０円
 ２０歳未満で身体障害者手帳おおむね１級 （聴覚は２級） の方と
愛の手帳おおむね１度で常に特別な介護を必要とする疾病、
精神障害のある者
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※施設入所の方、または障害
関係年金受給中の方は受給
できません。

児童福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２３０

�月額５０,９００円
�月額３３,９００円
※児童を扶養している方の所得制限
があります。

 ２０歳未満で心身に中度以上の障害がある方の保護者へ支給
します。
�重度障害児　身体障害者手帳のおおむね１・２級、愛の手
帳おおむね１・２度の者
�中度障害児　身体障害者手帳のおおむね３級、愛の手帳お
おむね３度の者
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月額１５,５００円
※児童を扶養している方の所得制限
があります。

２０歳未満で心身に重度の障害のある方の保護者へ支給します。
�身体障害者手帳１・２級程度�愛の手帳１～３度程度�脳
性マヒ・進行性筋萎縮症の者
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保険年金課
�（３４３０）１１１１
内線２２８３

１級　年額９９３,１００円
２級　年額７９４,５００円

原則として国民年金に加入中に病気やけがで障害者になっ
たときに受けられます。なお、２０歳になる前に病気やけがが
原因で障害者になった場合は、一定の基準により２０歳から年
金が受けられます。
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社会福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２０９

加入したときの保護者の年齢により
異なります。
・掛金　月額４,８００円～１５,６００円
・給付年金　月額３０,０００円

加入者である保護者が死亡または障害状態になったときに
給付します。身体障害者手帳のおおむね１～４級程度の方、
愛の手帳１～４度、脳性マヒ、自閉症、進行性筋萎縮症、精
神障害（一定程度以上）の方が対象です。

��������	

月額５,４００円原因が不明で治療方法が確立されていない特殊疾病（東京都
指定の７３疾病）��������	
��
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社会福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２０８・２２１６・２２７９

１回を１日単位とし月１２枚交付
１回６,５６０円

市内に居住する重度の脳性マヒ者で障害の程度が身体障害
者手帳１級の方で屋外活動を行うことが困難な方です。
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生計中心者の前年の所得に応じ無料
～９５０円（１時間単価）

精神障害者福祉手帳の交付を受けている者または精神障害
を支給事由とする年金の給付を現に受けている者であって
日常生活に支障があり食事および身体の清潔保持等の介助
が必要な方にホームヘルパーを派遣します。ただし、定期通
院し病状の安定している方が対象です。
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社会福祉協議会
�（３４８８）０２９４

無料
※ただし、手話通訳者の交通費、入場
料等は利用者負担とします。

身体障害者手帳２・３級程度の聴覚障害者の方の移動を支援し、
社会参加を促進します。
〔利用時間〕午前８時３０分～午後５時
〔利用回数〕４時間を１回の単位で１カ月４回まで

�������

� � �� � � �� � � �� � �

社会福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２０８・２２１６・２２７９

社会福祉協議会
�（３４８８）０２９４

本人および扶養義務者の前年の所得
税を基準とし、無料～全額負担
※上限月額があります。
▽ホームヘルプサービス
３０分単位で負担
▽デイサービス・ショートステイ
１日単位で負担

居宅において日常生活を営むのに支障があり、家事・介護等
のサービスが必要な方にホームヘルパーを派遣します。
〔サービス内容〕�家事援助�身体介護�移動介護�日常生
活支援
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心身の発達に遅れなどの見られる未就学児に対し、適切な指
導と訓練を実施します。
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居宅において介護を受けることが一時的に困難になった障
害者が施設に短期入所し、必要な援助が受けられます。���������������

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１１月１５日　�

��������	
���
������������������������������������	
���
����������������������������

��������	
���
��������������������� �!"������������	
���
��������������������� �!"����

��������	
��
��������������������� !"#��������	
��
��������������������� !"#

��������	
��
��������	
��




� � �� � � �� � � �� � �

社会福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２０８・２２１６・２２７９

上限５,２５０円
身体障害者手帳または愛の手帳の交付申請等に要する医師
の診断にかかわる費用を助成します。
※前年の所得税が３０万円以下の世帯の者が対象
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限度額５,１５０円

日常生活用具で酸素吸入装置の給付を受けている方で、前年
の所得税が１５０万円以下の世帯（生活保護受給者および医療
保険等による在宅酸素療法者を除く）
※費用徴収基準により自己負担額があります。
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助成対象経費の３分の２の額（１，０００
円未満切り捨て）。ただし、助成限度
額あり（Ａ階層１６４,８００円、Ｂ階層
１４４,２００円、Ｃ階層１２３,６００円）。

市内に引き続き３カ月以上住所を有し、運転免許適正試験に
合格した方で、愛の手帳４度以上および身体障害者手帳１～
３級の方。ただし、内部障害４級・下肢または体幹機能障害５
級以上の方で歩行困難な者。前年の所得税４０万円以下の者
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限度額１３３,９００円
 １８歳以上で上・下肢または体幹機能障害１・２級の方が、就
労に伴い自らが所有し運転する自動車の改造の必要がある
者。当該世帯の前年度所得税が１５０万円以下の者
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ガソリン税相当分
月３０�１,６００円

市内に引き続き３カ月以上居住し、住民基本台帳または外国
人登録原票に登録されている者で身体障害者手帳１～３級の
者
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月額２,８００円

通常の交通機関の利用が困難な心身障害者。上肢障害・聴覚
障害を除く身体障害者手帳１・２級、愛の手帳１・２度の者お
よび高次脳機能障害の方は愛の手帳１・２度程度に該当する者
※所得制限があります。
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※ガソリン費助成との併給
はできません。

限度額
自転車　　     ７０,０００円
電動自転車  １６２,０００円 

身体障害者手帳の交付を受けた方で、歩行が困難でかつ一般
用三輪自転車の使用が困難な方へ助成します。
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児童１人につき、月額６,０００円以内
市内・市外の地方公共団体の補助を受けた通所訓練施設で訓
練を受けている児童の保護者に対し、保育料の一部を補助し
ます。
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 １８歳以上の身体障害者手帳の交付を受けた者で、聴覚障害２
級以上の方に専用受信装置を貸与します。
※電池交換は利用者負担
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高齢福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２２２

月８枚
心身障害者で手帳の交付を受けた１２歳以上の方で、自宅に入
浴施設のない方。ただし、生活保護の生活扶助を受給する者
は除きます。
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社会福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２０８・２２１６・２２７９

入浴補助用具、歩行支援用具、特殊寝
台、特殊便器等４４種目
※種目に応じた基準額があります。

重度心身障害者（児）に対し、介護保険による給付が受けら
れない用具の給付をします。
※費用徴収基準により自己負担額があります。
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義肢、装具、盲人安全杖、義眼、スト
マ装具、点字器、補聴器、車いす、歩
行補助杖、歩行器等
※種目に応じた基準額があります。

身体障害者手帳の交付を受けた方で、身体の一部の欠損や機
能を補い日常生活や職業生活を容易にするための機能を助
ける装具の交付、修理をします。
※費用徴収基準により自己負担額があります。
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身体障害者（児）の補装具の交付・修
理、重度心身障害者（児）の日常生活
用具の給付等における自己負担額

身体障害者（児）の補装具の交付・修理、重度心身障害者
（児）の日常生活用具の給付等を受けるときに必要な自己負
担金に相当する金額を助成します。
※所得制限があります。
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貸与：１カ月１８０枚
助成：年３回（４・８・１２月）の各期に
２０,０００円を限度とする。

重度の障害がある常時おむつを必要とする６５歳未満の方。施
設入所等適用除外があります。
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年３回（４・８・１２月）の各期に３３,２００
円を限度として助成

重度の障害がある、６５歳未満の東京都重度心身障害者手当を
受給していない（介護者を含む）市民税が非課税の方で常時
介護用品を必要とする方。施設入所等適用除外があります。
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月３回（６～１０月は週１回）
 １５歳以上６５歳未満で長期入院をしていない体幹機能障害で
身体障害者手帳の交付を受けている方
※生計中心者の前年の所得に応じ利用者負担金があります。
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訪問入浴サービスと同程度

自宅で入浴することが著しく困難な１５歳以上６５歳未満の重
度心身障害の方について、こまえ苑内の入浴施設が利用でき
ます。
※サービス利用１回あたり３００円の利用者負担金があります
（送迎費用は別途）。
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高齢福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２２２
社会福祉協議会
�（３４８８）０２９４

第３土曜日、祝日、年末年始を除く毎
日正午～午後４時

自力入浴が可能な１５歳以上の身体障害者の方（在宅の方）
について、あいとぴあセンター内の入浴施設（老人福祉セン
ターの入浴室共用）が利用できます。
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特定非営利活動法人
ハンディキャブこまえ
�（３４８０）５４３３

利用会員登録をした方で次のいずれかに該当する方に、リフ
ト付ワゴン車等の運行を行っています。
�車いすを利用する人�歩行困難な人�目の不自由な人�
知的ハンディのある人�その他、移動困難と認められる人
〔利用時間〕午前８時～午後６時（時間外・宿泊を伴う運行
は要相談）
※年会費３,０００円、運行利用料１時間１,０００円（時間外１,２００
円）、１時間を越える場合には３０分単位で加算（ガソリン代
１�５０円）
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社会福祉課
�（３４３０）１１１１
内線２２０９

車いす使用者および寝たきり生活者の方に、リフト付タク
シーの運行を行っています。
※一般タクシーのメーター料金が必要です。
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保険年金課
�（３４３０）１１１１
内線２２８８

医療機関で支払う医療費の一部を助
成

身体障害者手帳１・２級（心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・
直腸・小腸またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障
害者は３級も含む）または愛の手帳１・２度の方。６５歳以上
ではじめて身体障害者手帳・愛の手帳を取得した方は対象に
なりません。
※所得制限があります。
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日
�
午
後
１
時
〜

１１

２６

２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

３０

ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
歯
科
医
師
会
事
務

所
�
（
３
４
８
８
）
７
７
１
１

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
栄
養
教
室「
野
菜
」

■
育
児
相
談

■
狛
江
市
歯
科
医
師
会
無
料
相
談

　弁財天池を取り囲むように広
がる縄文時代中期（約４，５００年
前）の集落跡からは多数の竪穴
住居跡が発見されています。竪
穴住居は、径５�ほどの大きさ
で地面を掘り窪め床を作り、中
央には炉を、まわりに柱穴を掘
るものが一般的です。
　住居の中心となる炉のかたち
は実にさまざまです。５・６個の
河原石によって囲った内部で火
を焚く石囲炉、底部近くを割り
取った土器を埋め込んだ埋甕炉
（写真）、埋甕の周りをさらに石
で囲った石囲埋甕炉や、床面を

掘り窪
めただ
けの地
床炉な
どがあ
ります。
　この
うち埋
甕炉は
多摩川中流域や野川流域を中心
に、地床炉は多摩川下流域を中
心とした地域に広がるほか、広
い範囲に石囲炉が流行する時期
もあります。日常生活に最も密
接した炉のかたちに見られる違
いは、当時の人々の活動・交流
範囲を反映したものと考えられ
ます。
〔問い合わせ〕社会教育課

����������	

い し が こ い ろ

ま い よ う ろ

ち

し ょ う ろ

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日
・　

日

２１

２３

２８

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時
〜

１１

２８

５
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
内
容
〕
狛
江
古
代
カ
ッ
プ
多
摩
川

い
か
だ
レ
ー
ス
を
と
お
し
て
交
流
が

行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
郷
土
芸
能
、

小
菅
村
、
丹
波
山
村
、
奥
多
摩
町
の

旅
館
宿
泊
券
や
特
産
品
が
当
た
る
お

楽
し
み
抽
選
会
、
ま
た
、
午
前　

時
１０

か
ら
狛
江
駅
構
内
に
お
い
て
、
小
菅

村
、
丹
波
山
村
、
奥
多
摩
町
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
物
産
展
」。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
川
流
域
郷
土

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
・
高
木
�
（
３
４
８
９
）
１

１
６
６

〔
日
時
〕　

月　

日
�
・　

日
�
午

１１

２０

２１

前　

時　

分
・
午
後
１
時　

分
か
ら

１１

３０

３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
奥
多
摩
水
と
緑
の

ふ
れ
あ
い
館
�
０
４
２
８
（　

）
２

８６

７
３
１

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

２１

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
受
付
〕
店
舗
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
も　

日
�
・　

日
�

１６

１７

（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１１

２８

３０

分
受
け
付
け
、　

時
対
局
開
始
、
午

１０

後
６
時　

分
終
了
予
定
〔
会
場
〕
中

３０

央
公
民
館
〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在

勤
者
〔
参
加
費
〕
１
�
０
０
０
円

〔
定
員
〕
先
着
１
１
２
人
〔
競
技
方

法
〕
組
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
問
い
合
わ
せ
〕
日
本
棋
院
狛
江
支

部
・
金
浜
�
（
３
４
８
０
）
２
７
８

２〔
日
時
〕　

月
５
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

午
後
５
時
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

〔
内
容
〕
映
画
「
こ
ん
に
ち
は
地
球

家
族
」「
ガ
ン
ガ
ー
」
上
映
お
よ
び
両

映
画
監
督
対
談
・
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
・

シ
タ
ー
ル
・
タ
ブ
ラ
演
奏
〔
参
加
費
・

交
流
会
費
〕
各
１
�
０
０
０
円
（
学

割
各
５
０
０
円
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
コ
ス

モ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
安
田
�
（
３
４

８
０
）
８
８
１
４
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
２
時
か

１１

２１

ら
〔
会
場
〕
泉
の
森
会
館
〔
出
演
〕

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
集
団
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

〔
問
い
合
わ
せ
〕
伊
藤
�
（
３
４
８

８
）
４
９
０
１

催
　
し�

�

■
第
５
回
多
摩
川
流
域
郷
土
芸
能

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
ふ
る
さ
と
物
産

展
も
同
時
開
催
〜

■
秋
の
奥
多
摩
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■
こ
ま
え
楽
市

■
秋
季
市
民
囲
碁
大
会

■
第
２
回
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル■
ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
泉
龍
寺
の

ま
わ
り
地
蔵
」

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１１月１５日　�

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護

老
人
保
健
施
設
な
ど
に
短
期
間
入

所
し
て
、
日
常
生
活
上
の
世
話
や

機
能
訓
練
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
）
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

介
護
者
が
休
養
し
た
い
時
、
冠

婚
葬
祭
や
介
護
者
の
病
気
な
ど
で

家
庭
で
の
介
護
が
困
難
と
な
っ
た

時
、
ま
た
、
一
時
的
に
生
活
の
場

を
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
は
か
り
た
い
時
に

利
用
し
ま
す
。

　
「
短
期
入
所
生
活
介
護
」は
生
活

面
の
介
助
・
リ
ハ
ビ
リ
に
、「
短
期

入
所
療
養
介
護
」
は
医
学
的
管
理

の
も
と
で
の
介
助
・
リ
ハ
ビ
リ
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
日
数
は
連
続　

日
間
ま
で

３０

で
、
費
用
は
施
設
の
人
員
基
準
や

要
介
護
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
介
護
保
険
利
用
料
（
１
割
負

担
）
の
ほ
か
に
食
事
代
、
日
常
生

活
費
、
特
別
な
居
室
等
を
利
用
す

る
際
は
別
途
負
担
金
が
必
要
で
す
。

　

状
態
、
目
的
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
相
談
し
、
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�

�

�

�

�

�

�

�
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「
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
」
新
潟
県
川
口
町
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
義
援
金
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

〔
場
所
〕
福
祉
総
合
相
談
窓
口
・
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
・
各
地
域
セ

ン
タ
ー

■
銀
行
口
座
も
利
用
で
き
ま
す

〔
銀
行
名
〕
み
ず
ほ
銀
行
狛
江
支
店

〔
口
座
番
号
〕
普
通
口
座
８
１
０
２
８
４
０

〔
口
座
名
義
〕「
中
越
地
震
川
口
町
義
援
金
口　

狛
江
市
収
入
役
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�
�
�
�
�
�
�
�
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▽
第
７
回
「
就
職
フ
ェ
ア
」

　

予
約
不
要
・
無
料
で
、
企
業
の
担

当
者
と
直
接
面
談
が
で
き
ま
す
。

〔
日
時
〕　
１１

月　

日
�
・

２５

　

日
�

午

２６後
１
時
〜

４
時
（
受
け

付
け
は
零

時　

分
か
ら
）〔
会
場
〕
六
本
木
ジ
ョ

３０
ブ
パ
ー
ク
〔
対
象
〕
平
成　

年
３
月

１７

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
等
卒

業
予
定
者
お
よ
び
お
お
む
ね　

歳
代

２０

ま
で
の
同
学
歴
の
既
卒
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
学
生
職
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
�

（
３
５
８
９
）
８
６
０
９

▽
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
を
利
用

く
だ
さ
い

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
就

職
情
報
を
毎
日
提
供
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
お

願
い
し
た
い
方
と
子
育
て
の
お
手
伝

い
が
で
き
る
方
が
会
員
に
な
り
、
相

互
に
助
け
合
う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

　

利
用
会
員（
援
助
を
受
け
た
い
方
）

は
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
援
助
を
し
て
く

れ
た
方
）
に
お
子
さ
ん
１
人
当
た
り

１
時
間
に
つ
き
７
０
０
円
（
曜
日
、

時
間
等
に
よ
っ
て
は
８
０
０
円
）
の

謝
礼
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

会
員
登
録
に
は
、
説
明
会
へ
の
出

席
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト

会
員
希
望
者
は
講
習
（
２
日
間
）
の

受
講
が
必
要
で
す
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
〜

１１

２５

８
時　

分
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７

▽
エ
イ
ズ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〔
日
時
〕　

月
４
日
�
正
午
〜
午
後

１２

３
時
〔
会
場
〕
Ｊ
Ｒ
中
央
線
吉
祥
寺

駅
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
前
〔
内
容
〕
パ

ネ
ル
展
示
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・

エ
イ
ズ
予
防
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど

▽
エ
イ
ズ
抗
体
検
査

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
〜

１２

１４

　

時
〔
会
場
〕
多
摩
府
中
保
健
所

１０※
匿
名
の
予
約
制
で
す
。
結
果
は
１

週
間
後
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
府
中
保
健
所

�
０
４
２
（
３
６
２
）
２
３
３
４

〔
日
時
〕　

月
７
日
�
正
午
か
ら〔
会

１２

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
７
時
か

１１

１８

ら
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
１
時　

１２

１１

３０

分
〜
３
時　

分〔
会
場
〕府
中
グ
リ
ー

３０

ン
プ
ラ
ザ
〔
内
容
〕
環
境
に
や
さ
し

い
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
消
費
生
活
〜

日
本
の
消
費
生
活
と
の
違
い
〜
〔
講

師
〕
レ
ー
ナ
・
リ
ン
ダ
ル
さ
ん
（
環

境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）〔
定
員
〕
先
着

　

人
２０〔

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１１

２７

４
時
〔
対
象
〕
小
・
中
学
生
〔
講
師
〕

山
崎
美
津
子
さ
ん
（
国
分
寺
学
び
の

広
場
ス
タ
ッ
フ
）〔
定
員
〕　

人
〔
参

１５

加
費
〕
４
０
０
円
※
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
で
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１５

�
〜　

日
�
に
上
和
泉
地
域
セ
ン

２１

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
前　

時
か

１２

１０

ら
〔
講
師
〕
築
坂
愛
子
さ
ん
〔
定
員
〕

　

人
〔
持
ち
物
〕
手
持
ち
の
帯
・
前

２０帯
に
付
け
る
紐
２
本
（　

〜　

�
位

７０

８０

の
物
）・
裁
ち
ば
さ
み
・
針
・
糸
・
も

の
さ
し
・
洗
濯
ば
さ
み
（
大
）
４
個

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１１

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域

１５セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０

１
へ
。

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
２
時　

１１

２５

３０

分
か
ら
〔
講
師
〕
調
布
警
察
署
生
活

安
全
課

〔
問
い
合
わ
せ
〕
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
後
１
時
〜

１２

４
時
〔
講
師
〕
金
子
嘉
一
さ
ん
〔
定

員
〕
先
着

　

人
〔
持

１５ち
物
〕
筆

記
用
具
・

彫
刻
刀

（
お
持
ち

の
方
）〔
費

用
〕
５
０
０
円
（
材
料
費
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
後
２
時
〜

１２

１４

３
時　

分
〔
会
場
〕
多
摩
府
中
保
健

３０

所
武
蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー
〔
内

容
〕
後
縦
靱
帯
骨
化
症
の
診
断
と
治

療
〔
講
師
〕
山
崎
隆
志
さ
ん
（
武
蔵

野
赤
十
字
病
院
整
形
外
科
部
長
）〔
定

員
〕
先
着　

人
５０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１０

�
ま
で
に
多
摩
府
中
保
健
所
�
０
４

２
（
３
６
２
）
２
３
３
４
へ
。

お
知
ら
せ�

■
第
５
回
北
多
摩
南
部
地
区
消
費
者

行
政
協
議
会
共
同
啓
発
講
座

■
就
職
活
動
中
の
皆
さ
ん
へ

■
若
葉
会
会
食
会

■
東
京
都
エ
イ
ズ
予
防
月
間
（　

月
１１

　

日
〜　

月　

日
）

１６

１２

１５

■
狛
江
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
説
明
会

■
狛
江
駅
北
口
・
市
民
の
会
景
観
デ

ザ
イ
ン
分
科
会

■
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
も
な
い
子
も

一
緒
に
、
き
ら
き
ら
ア
ル
ミ
版
画
で

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う

セ
ミ
ナ
ー�

■
付
け
帯
作
り
教
室
〜
お
手
持
ち
の

帯
を
変
身
さ
せ
ま
せ
ん
か
〜

■
な
ん
ぶ
木
版
画
教
室
「
手
づ
く
り

の
年
賀
状
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」

■
防
犯
講
座
「
お
れ
お
れ
詐
欺
」
に

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に

■
難
病
講
演
会

　

障
害
者
の
日
は
、
昭
和　

年
に　

月
９
日
と
定
め
ら
れ
、　

月
３
日

５６

１２

１２

か
ら
の
１
週
間
を
障
害
者
週
間
と
し
、
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
全
国
的
に
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ヒ
ト
」
設

立
記
念
と
し
て
、
講
演
会
「
こ
こ
ろ
、
街
、
く
ら
し
の
質
〜
共
に
暮
ら

す
場
を
地
域
に
求
め
て
〜
」
を
実
施
し
ま
す
。「
リ
ヒ
ト
」
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
も
開
放
し
ま
す
。

〔
日
時
〕　

月
３
日
�
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

１２

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
講
師
〕
伊
澤
雄
一
さ
ん
（
は
ら
か
ら
の
家
福
祉
会
）

〔
パ
ネ
リ
ス
ト
〕
向
山
晴
子
さ
ん
（
多
摩
府
中
保
健
所
）、
黒
川
常
治
さ

ん
（
狛
江
シ
ー
ソ
ー
ズ
）、
東
貴
宏
さ
ん
（
リ
ヒ
ト
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

�
�

��

　

東
野
川
に
あ
る
こ
の
公
園
は
、

小
鹿
幼
稚
園
と
狛
江
ハ
イ
タ
ウ
ン

に
接
し
た
立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

夕
暮
れ
に
か
け
て
、
学
校
が
終

わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
近
所
に
住
む
皆
さ
ん

が
ベ
ン
チ
で
和
や
か
に
会
話
を
楽

し
む
、
そ
ん
な
憩
い
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課



〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
〔
持
ち
物
〕
体
育
館
履
き
・
運
動

で
き
る
服
装

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前
９
時　

１１

２１

３０

分
開
会〔
会
場
〕

第
二
中
学
校

（
雨
天
の
場
合

は
、
屋
内
種
目

の
み
）〔
内
容
〕
パ
ン
食
い
競
走
、
大

綱
引
き
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
協
会
�
（
３

４
８
０
）
６
２
１
１
（　

日
�
を
除

１８

く
平
日
の
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）

１０

〔
日
時
〕　

月　

日
�
受
付
開
始
午

１１

２８

後
６
時
、
試
合
開
始
６
時　

分
〔
会

３０

場
〕
調
布
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〔
内

容
〕
３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
・
男
女
別
、

年
齢
別
ハ
ン
デ
ィ
制
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
参
加
費
〕
中
学
生
以
上
２
�

６００
０
０
円
、
小
学
生
１
�
５
０
０
円

（
貸
し
靴
代
別
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２２

�
ま
で
に
体
育
協
会
�（
３
４
８
０
）

６
２
１
１
（　

日
�
を
除
く
平
日
の

１８

午
前　

時
〜
午
後
４
時
）
へ
。

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
各
担
当
者

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕　１１

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１９

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

図
書
館�

�

���������������������������������������������������������������������������������������������������
■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕　

月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

１１

２４

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
幼
児
親

子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕

３０

　

日
�
か
ら

１５■
つ
く
っ
て
み
よ
う
「
ど
ん
ぐ
り

ト
ト
ロ
」　
〔
日
時
〕　

日
�
・　

１７

１８

日
�
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
対
象
〕
小
学
生

■
映
画
会
「
か
ん
す
け
と
ふ
し
ぎ

な
自
転
車
」「
が
ん
ば
れ
ス
イ

ミ
ー
」　
〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２

２４

時
か
ら
〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護
者

同
伴
）
か
ら

■
一
輪
車
検
定　
〔
日
時
〕　

日
�

２５

午
後
３
時　

分
〜
４
時

３０

■
や
き
い
も
大
会

〔
日
時
〕　

月　
１１

２７

日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
対
象
〕
小

学
生
以
上
〔
申
し

込
み
〕　

日
�
か

１５

ら■
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕　

日
�

１７

午
後
３
時　

分
〜
４
時
〔
対
象
〕

３０

幼
児
か
ら
（
保
護
者
同
伴
）

■
た
ん
ぽ
ぽ
や
き
い
も
大
会　

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時

１１

２７

１０

　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼

３０

１１

３０

児
親
子
〔
申
し
込
み
〕　

日
�
か

１５

ら
（
電
話
可
）

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕　

月
２
日

１２

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１１月１５日　�

ス
ポ
ー
ツ�

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ス
ポ
ー
ツ
〜

障
害
者
の
方
と
一
緒
に
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
〜

〔
お
話
〕
風
の
神
の
子
ど
も
〔
折
り

紙
〕
か
い
じ
ゅ
う

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）
ゴ
ス
ペ
ル

教
室　
〔
日
時
〕　

月
２
日
・
９
日
・

１２

　

日
（
全
３
回
・
毎
週
木
曜
日
）
午

１６後
７
時
〜
９
時
〔
対
象
〕
青
年
〔
講

師
〕
安
部
道
子
さ
ん
（
ビ
ク
タ
ー
音

楽
カ
レ
ッ
ジ
）〔
申
し
込
み
〕　

月　
１１

１７

日
�
午
前
９
時
か
ら

■
人
形
劇
「
Ｋ
Ａ
Ｐ
Ａ
合
同
公
演
」

〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午
〔
申
し
込
み
〕　

月　

日
�
午

１１

２２

前
９
時
か
ら
入
場
整
理
券
を
配
布

■
い
き
い
き
広
場
「
簡
単
で
お
い
し

い
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
よ

う
」　
〔
日
時
〕　

月
４
日
�
午
後
２

１２

時
〜
４
時
〔
対
象
〕
市
内
小
・
中
学

生
〔
材
料
費
〕
２
０
０
円
〔
申
し
込

み
〕　

月　

日
�
午
前
９
時
か
ら

１１

１５

■
市
民
ス
ポ
レ
ク
二
中
地
区
ス
ポ
ー

ツ
大
会

■
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■スキーツアー日程

問い合わせ費　用宿　泊場　所定　員教室・大会名日　程

岩坂
�（３４３０）３８２２
（午後８時～１０
時）

大人３８，５００円
小人２９，５００円
（小学生以下）

湯沢東映ホテル
�０２５（７８４）２１５０

新潟県湯沢高
原スキー場お
よびガーラ湯
沢スキー場

２５人
（初心者
歓迎）

ＳＡＪ公認ス
キースクール
・ジュニアス
キースクール

１２月２８日�
午後９時３０分
～３１日�午後
９時３０分

石原
�（３４３９）０３５３
（午後８時～１０
時）

大人３４，５００円
小人２８，０００円
（小学生以下）

ヴィラ　シャモア
�０２５５（８７）２２５２

新潟県新赤倉
温泉スキー場

２５人
（初心者
歓迎）

ＳＡＪ公認ス
キースクール
・第４０回市
民スキー大会

平成１７年２月
１０日�午後９
時３０分～１３
日�午後７時

■
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

公
民
館�

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

〔
提
案
〕
狛
江
駅
に
急
行
を
停
め

て
ほ
し
い
。

〔
検
討
結
果
〕
小
田
急
線
立
体
交

差
事
業
の
な
か
で
、
新
駅
舎
が
作

ら
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
急

行
が
停
車
可
能
な
浮
島
方
式
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
実
現
は

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

〔
提
案
〕
都
市
拠
点
、
生
活
拠
点

と
し
て
い
る
小
田
急
３
駅
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
交
通
体
系
の

整
備
と
一
緒
に
考
え
る
べ
き
で
す
。

〔
検
討
結
果
〕
項
目
を
体
系
づ
け

る
必
要
か
ら
、
ご
提
案
の
「
地
区

拠
点
の
形
成
」
と
「
交
通
体
系
の

整
備
」
の
よ
う
に
関
係
す
る
項
目

で
も
分
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

相
互
に
関
連
す
る
項
目
を
視
野
に

実
施
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

〔
提
案
〕
災
害
時
の
コ
ン
ビ
ニ
等

と
の
協
定
締
結
を
進
め
て
ほ
し
い
。

〔
検
討
結
果
〕
包
括
的
事
業
「
食

料
・
飲
料
水
供
給
体
制
の
確
立
」

の
施
策
の
方
向
に
沿
っ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
米
穀
供
給

に
関
し
て
狛
江
市
米
穀
商
組
合
と
、

即
席
食
品
の
供
給
に
関
し
て
小
田

急
商
事
（
オ
ダ
キ
ュ
ー
Ｏ
Ｘ
）
と

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

〔
提
案
〕
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
の
市

場
確
保
を
進
め
て
ほ
し
い
。

〔
検
討
結
果
〕
包
括
的
事
業
「
生

ご
み
の
堆
肥
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
堆

肥
の
活
用
促
進
」
の
施
策
の
方
向

に
沿
っ
た
ご
提
案
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
市
場
確
保
ま
で
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
生
ご
み
を
堆
肥
化

し
た
「
狛
江
ゆ
う
き
す
く
す
く
」

を
２
５
０
円
で
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
等

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
落

ち
葉
や
せ
ん
定
枝
か
ら
作
っ
た
堆

肥
は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

〔
提
案
〕
既
存
住
宅
の
建
て
替
え
、

大
規
模
改
修
が
押
し
寄
せ
始
め
る

時
期
で
す
か
ら
、
大
規
模
な
集
合

住
宅
の
管
理
組
合
等
に
建
て
替
え

等
を
働
き
か
け
る
体
制
を
具
体
的

に
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
検
討
結
果
〕
集
合
住
宅
を
含
め

個
人
が
所
有
す
る
住
宅
の
建
て
替

え
を
働
き
か
け
た
り
、
促
し
た
り

す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
月
１
回
で

す
が
市
内
在
住
の
建
築
士
の
協
力

に
よ
り
、
法
律
的
な
こ
と
も
含
め

て
、
新
築
、
増
改
築
等
の
無
料
住

宅
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
提
案
〕
学
校
給
食
は
未
納
家
庭

な
ど
も
出
ま
す
。
栄
養
教
育
と
す

る
な
ら
、
各
家
庭
に
協
力
へ
の
理

解
を
し
て
も
ら
う
べ
き
。

〔
検
討
結
果
〕
中
学
校
給
食
の
事

業
化
に
際
し
て
は
、
ご
意
見
を
参

考
に
し
て
も
ら
い
ま
す
。

〔
提
案
〕
第
３
節
の
構
成
に
つ
い

て
一
般
常
織
か
ら
考
え
て
項
の
順

序
に
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
１
項

「
基
本
的
人
権
」 、
２
項
「
男
女
共

同
」 、
３
項
「
国
際
化
時
代
」 、
４

項
「
情
報
化
」 、
と
い
う
並
び
が
妥

当
で
は
な
い
か
。

〔
検
討
結
果
〕
項
の
順
序
で
優
先

順
位
を
付
け
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
具
体
的
に
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
提
案
〕
地
元
商
店
と
し
て
は
、

「
付
加
価
値
の
高
い
満
足
度
の
多

い
商
品
を
如
何
に
供
給
で
き
る

か
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

特
徴
の
あ
る
商
・
工
産
品
に
は
過

大
な
評
価
を
与
え
、
広
報
、
奨
励

を
し
て
ほ
し
い
。

〔
検
討
結
果
〕
ご
提
案
は
同
感
で

す
。「
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
」

の
施
策
に
お
い
て
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　
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部
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関
す
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も
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第
２
章
部
分
に
関
す
る
も
の

第
１
章
部
分
に
関
す
る
も
の


